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【届出の対象とした募集金額】
 
その他の者に対する割当 93,225,000円

（注）　募集金額は、会社法上の払込金額（以下、本有価証券届

出書において「発行価額」という。）の総額であり、平

成30年２月７日（水）現在の株式会社東京証券取引所に

おける当社普通株式の終値を基準として算出した見込額

であります。

【安定操作に関する事項】 該当事項はありません。

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
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第一部【証券情報】

第１【募集要項】

１【新規発行株式】

種類 発行数 内容

普通株式 165,000株

完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における

標準となる株式

単元株式数　100株

　（注）１　平成30年２月16日（金）開催の取締役会決議によります。

２　本募集とは別に、平成30年２月16日（金）開催の取締役会決議において、当社普通株式700,000株の新株式

発行に係る一般募集及び当社普通株式200,000株の自己株式の処分に係る一般募集（以下、「一般募集」と

いう。）並びに当社普通株式200,000株の売出し（以下、「引受人の買取引受けによる売出し」という。）

を行うことを決議しております。また、一般募集及び引受人の買取引受けによる売出しに伴い、その需要状

況等を勘案し、165,000株を上限として大和証券株式会社が当社株主より借受ける当社普通株式（以下、

「貸借株式」という。）の売出し（以下、「オーバーアロットメントによる売出し」という。）を行う場合

があります。

本募集は、オーバーアロットメントによる売出しに関連して、大和証券株式会社を割当先として行う第三者

割当増資（以下、「本件第三者割当増資」という。）であります。

大和証券株式会社は、一般募集、引受人の買取引受けによる売出し及びオーバーアロットメントによる売出

しの申込期間（以下、「申込期間」という。）中、当社普通株式について安定操作取引を行う場合があり、

当該安定操作取引で買付けた株式の全部又は一部を貸借株式の返還に充当する場合があります。

また、大和証券株式会社は、申込期間終了日の翌日から平成30年３月23日（金）までの間（以下、「シンジ

ケートカバー取引期間」という。）、オーバーアロットメントによる売出しを行った株式数を上限として、

株式会社東京証券取引所において当社普通株式の買付け（以下、「シンジケートカバー取引」という。）を

行う場合があり、当該シンジケートカバー取引で買付けられた株式は全て貸借株式の返還に充当されます。

なお、シンジケートカバー取引期間内においても、大和証券株式会社の判断で、シンジケートカバー取引を

全く行わず、又はオーバーアロットメントによる売出しを行った株式数に至らない株式数でシンジケートカ

バー取引を終了させる場合があります。

大和証券株式会社は、オーバーアロットメントによる売出しを行った株式数から上記の安定操作取引及びシ

ンジケートカバー取引に係る貸借株式の返還に充当する株式数を減じた株式数について、本件第三者割当増

資に係る割当てに応じる予定であります。

したがって、本件第三者割当増資における発行数の全部又は一部につき申込みが行われず、その結果、失権

により本件第三者割当増資における最終的な発行数がその限度で減少し、又は発行そのものが全く行われな

い場合があります。

３　振替機関の名称及び住所

株式会社証券保管振替機構

東京都中央区日本橋茅場町二丁目１番１号
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２【株式募集の方法及び条件】

（１）【募集の方法】

区分 発行数 発行価額の総額（円） 資本組入額の総額（円）

株主割当 － － －

その他の者に対する割当 165,000株 93,225,000 46,612,500

一般募集 － － －

計（総発行株式） 165,000株 93,225,000 46,612,500

　（注）１　前記「１　新規発行株式」（注）２に記載のとおり、本募集は、オーバーアロットメントによる売出しに関

連して、大和証券株式会社を割当先として行う第三者割当の方法によります。その概要は以下のとおりであ

ります。

割当予定先の氏名又は名称 大和証券株式会社

割当株数 165,000株

払込金額の総額 93,225,000円

割当が行われる条件 前記「１　新規発行株式」（注）２に記載のとおり

２　前記「１　新規発行株式」（注）２に記載のとおり、発行数が減少する、又は発行そのものが全く行われな

い場合があります。

３　資本組入額の総額は、会社法上の増加する資本金の額であり、会社計算規則第14条第１項に従い算出される

資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、その端数を切り上

げるものとします。また、増加する資本準備金の額は、資本金等増加限度額から増加する資本金の額を減じ

た額とします。

４　発行価額の総額、資本組入額の総額及び払込金額の総額は、平成30年２月７日（水）現在の株式会社東京証

券取引所における当社普通株式の終値を基準として算出した見込額であります。

 

（２）【募集の条件】

発行価格
（円）

資本組入額
（円）

申込株数単位 申込期間
申込証拠金
（円）

払込期日

未定

（注）１

未定

（注）１
100株 平成30年３月27日（火）

該当事項はあ

りません
平成30年３月28日（水）

　（注）１　発行価格については、平成30年２月26日（月）から平成30年３月１日（木）までの間のいずれかの日に一般

募集において決定される発行価額と同一の金額とします。なお、資本組入額は資本組入額の総額を本件第三

者割当増資の発行数で除した金額とします。

２　全株式を大和証券株式会社に割当て、一般募集は行いません。

３　大和証券株式会社から申込みがなかった株式については失権となります。

４　申込みの方法は、申込期間内に後記申込取扱場所へ申込みをし、払込期日に後記払込取扱場所へ１株につき

発行価格と同一の金額を払込むものとします。

 

（３）【申込取扱場所】

店名 所在地

星和電機株式会社　本店 京都府城陽市寺田新池36番地

 

（４）【払込取扱場所】

店名 所在地

株式会社京都銀行　本店営業部 京都市下京区烏丸通松原上る薬師前町700番地

 

３【株式の引受け】

　該当事項はありません。
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４【新規発行による手取金の使途】

（１）【新規発行による手取金の額】

払込金額の総額（円） 発行諸費用の概算額（円） 差引手取概算額（円）

93,225,000 1,000,000 92,225,000

　（注）１　発行諸費用の概算額には、消費税等は含まれておりません。

２　払込金額の総額（発行価額の総額）は、平成30年２月７日（水）現在の株式会社東京証券取引所における当

社普通株式の終値を基準として算出した見込額であります。

 

（２）【手取金の使途】

　上記差引手取概算額上限92,225,000円については、本件第三者割当増資と同日付をもって取締役会で決議さ

れた一般募集の手取概算額500,900,000円と合わせた、手取概算額合計上限593,125,000円について、顧客が求

める多様な仕様に対応しつつ、安全性や耐久性等の高い製品を生産するための、照明器具の部品や樹脂成形品

の製造金型及び社内ネットワーク整備のための器具備品等に対する設備投資資金として、平成30年３月末まで

に218,200千円、平成31年３月末までに100,000千円、道路情報機器や照明器具等の当社製品の品質維持に用い

られる計測・検査器具及び新製品の開発や既存製品の改良に用いられる試験機器等に対する設備投資資金とし

て、平成30年３月末までに47,528千円、平成31年３月末までに70,000千円、産業用照明器具やトンネル照明器

具等の製造機械装置及び配管・配線保護機材等の樹脂成形品の製造機械装置等に対する設備投資資金として、

平成30年３月末までに16,850千円、平成31年３月末までに30,000千円をそれぞれ充当する予定であります。

　また、残額が生じた場合は、平成30年３月末までに金融機関からの運転資金として調達した短期借入金の返

済資金の一部に充当する予定であります。具体的な支出が発生するまでは、当社預金口座にて適切に管理致し

ます。

　なお、本有価証券届出書提出日（平成30年２月16日）現在の当社グループの設備計画の内容については、後

記「第三部　追完情報　１　設備計画の変更」に記載のとおりであります。

 

第２【売出要項】
　該当事項はありません。

 

第３【第三者割当の場合の特記事項】
　該当事項はありません。

 

第４【その他の記載事項】
　該当事項はありません。
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第二部【公開買付けに関する情報】
　該当事項はありません。

 

第三部【追完情報】

１　設備計画の変更

　後記「第四部　組込情報」に記載の有価証券報告書（第69期）の「第一部　企業情報　第３　設備の状況　３　設

備の新設、除却等の計画　(1）重要な設備の新設等」は、本有価証券届出書提出日（平成30年２月16日）現在（ただ

し、投資予定金額の既支払額については平成30年１月31日現在）以下のとおりとなっております。

会社名
事業所名

所在地
セグメントの
名称

設備の内容

投資予定金額（注１）
資金調達方
法（注２）

着手及び完了予定年月
完成後の増
加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着手 完了

星和電機(株)

本社工場内
京都府城陽市

情報機器

照明機器

コンポーネン

ト

その他

機械装置 60,000 13,149 自己資金並

びに本件増

資資金及び

自己株式処

分資金

平成29年

４月

平成31年

３月
（注３）試験機器 140,000 22,471

器具備品・

金型等
600,000 81,799

　（注）１　記載の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　「本件増資資金及び自己株式処分資金」とは、一般募集及び本件第三者割当増資による調達資金をいいま

す。

３　当社製品の品質向上を目的とするものであり、完成後の増加能力は計数的な把握が困難であるため、記載を

省略しております。

 

２　事業等のリスクについて

　後記「第四部　組込情報」に記載の有価証券報告書（第69期）及び四半期報告書（第70期第３四半期）（以下、

「有価証券報告書等」という。）に記載された「事業等のリスク」について、当該有価証券報告書等の提出日以後、

本有価証券届出書提出日（平成30年２月16日）までの間において変更及び追加すべき事項が生じております。以下の

内容は当該「事業等のリスク」を一括して記載したものであり、当該変更及び追加箇所については、＿＿＿罫で示し

ております。

　なお、当該有価証券報告書等には将来に関する事項が記載されておりますが、以下の「事業等のリスク」に記載さ

れた事項を除き、本有価証券届出書提出日（平成30年２月16日）現在においてもその判断に変更はなく、新たに記載

する将来に関する事項もありません。

 

［事業等のリスク］

　当社グループの経営成績、財政状態等に影響を及ぼす可能性のあるリスク及び変動要因は以下のとおりでありま

す。当社グループではこれらリスクの発生を十分に認識した上で、発生を極力回避し、また発生した場合に的確な対

応を行うための努力を継続してまいります。

(1）経済状態

　当社グループの主要製品の一つであります道路情報表示システムの需要は、国及び地方自治体の道路整備に対す

る投資、いわゆる公共投資の動向に大きく影響を受けます。また、もう一つの主要製品であります産業用照明器具

需要は、石油・化学工業を中心とする業界の設備投資の動向に大きく影響を受けます。これにより当社グループの

業績及び財政状態も変動する可能性があります。

 

(2）海外進出に潜在するリスク

　当社グループは、生産または販売活動を東南アジアならびに中国等の海外市場において行っております。これら

の海外市場への事業進出には各国の経済情勢、自然災害、事故、戦争・テロ、法令や政府による諸規制、仕入先の

供給体制等の要因により、当社グループの経営成績に影響を与える可能性があります。

　また為替相場の変動は、当社グループの外貨建取引から発生する債権債務の元本、売上高及び利益に影響を与え

る可能性があります。当社グループは、為替リスクを軽減し回避すべく様々な手段を行っておりますが、為替リス

クを完全に回避することはできないため為替相場の変動が当社グループの業績に影響を与える可能性があります。
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(3）原材料・部品の価格高騰及び入手難によるリスク

　当社グループは製品の製造のため外部から原材料、部品、組立外注品等を調達しており、市況の変動に伴う価格

の高騰など業績に影響を及ぼす可能性があります。また、供給元における不測の事由による原材料等の供給不足、

供給中断により業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(4）貸倒引当金の状況

　当社グループは、債権の貸倒れに備えるため、与信管理を徹底する一方、売掛債権に対し回収不能額を引当計上

しておりますが、想定以上の貸倒が発生した際に、損失により当社グループの財政状態及び経営成績に影響を及ぼ

す可能性があります。

 

(5）価格競争

　当社グループは、全ての事業分野で価格競争に直面しております。新製品の開発、顧客満足の向上等を通じて価

格競争力の維持に努めておりますが、製品の需要動向によっては価格競争の更なる激化も予想されます。これによ

り当社グループの業績が変動する可能性があります。

 

(6）公共事業について

　当社グループの道路情報機器事業および照明機器事業の一部では、国や地方自治体の公共事業の動向に大きく影

響を受け、公共事業の予算規模の増減は、当社グループの売上に影響を与える可能性があります。

 

(7）入札制度について

　当社グループの道路情報機器事業および公共投資関連の照明機器事業の受注形態は一般競争入札制度によってお

ります。そのため、入札制度が大きく変更されたり、競争の激化による入札価格の低下により当社グループの業績

に影響を及ぼす可能性があります。

 

(8）法的規制について

　当社グループの道路情報機器事業および公共投資関連の照明機器事業では建設業許可を受け、電気工事業者とし

て登録し、道路情報機器及び照明機器の工事を受注しております。これらの電気工事業務は、建設業法並びに電気

工事業の業務の適正化に関する法律の規制を受けているため、当該許可及び登録の更新がなされない場合、当社グ

ループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(9）製品の品質によるリスク

　当社グループは、製品品質の維持、向上に努めておりますが、重大な欠陥や瑕疵等が発生した場合、当社グルー

プの社会的信用失墜および損害賠償請求等により業績に影響を及ぼす恐れがあります。

 

(10）知的財産

　当社グループは、独自開発した技術等について、特許権その他の知的財産権を取得するなど保護に努めています

が、出願した技術内容等について権利が与えられない場合や、当社グループが保有する知的財産権が第三者から無

効とされる可能性も有しております。当社グループの知的財産権が大きく損なわれた場合は当社グループの業績に

影響を及ぼす可能性があります。

 

(11）新製品の開発リスク

　当社グループが製造する新製品の開発において次の能力が不足した場合は当社グループの業績に変動を及ぼす可

能性があります。

①　多様・高度化する顧客要求に対応する能力

②　新製品を適時に開発し、適正な価格で生産する能力

③　市場の変化を十分に予測する能力
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(12）業績の季節的変動について

　当社グループの情報機器事業及び照明機器事業の公共投資関連の売上高は通常の形態として、他の四半期に比べ

第４四半期に完成する工事の割合が大きいため、業績に季節的変動があります。

情報機器事業

（単位：千円）
 

 

第68期 第69期

第３四半期累
計期間

第４四半期会
計期間

通期
第３四半期累
計期間

第４四半期会
計期間

通期

売上高 5,806,055 5,030,576 10,836,632 4,460,393 4,287,474 8,747,867

構成比（％） 53.6 46.4 100.0 51.0 49.0 100.0

セグメント利益 △65,592 1,029,536 963,944 △298,373 812,510 514,137

 

照明機器事業

（単位：千円）
 

 

第68期 第69期

第３四半期累
計期間

第４四半期会
計期間

通期
第３四半期累
計期間

第４四半期会
計期間

通期

売上高 4,198,803 2,170,862 6,369,665 3,771,419 2,637,415 6,408,835

構成比（％） 65.9 34.1 100.0 58.8 41.2 100.0

セグメント利益 29,090 130,623 159,713 34,314 355,154 389,469

 

(13）天候

　当社グループのコンポーネント事業におけるエアコン用配管保護機材の売上高は、最需要期の天候の影響を受け

ます。これにより当社グループの業績が変動する可能性があります。

 

(14）自然災害や事件・事故の発生等について

　公共工事施工中における重大事故による工事の中断や変更による工期延長は、当社グループの売上に影響を与え

る可能性があります。

　また、その他自然災害や事件・事故の発生等当社グループの経営上発生することが予測される様々な事象に伴う

リスクに、迅速かつ的確に対応するため、代表取締役社長を委員長とする危機管理委員会を設置するとともに、年

２回定例会議を開催し、また必要により臨時の会議を開催して、迅速に対応できる危機管理体制の整備、管理に努

めております。

 

(15）財務制限条項

　当社は複数の金融機関とシンジケーション方式による金銭消費貸借契約を締結しております。本シンジケート

ローン契約には財務制限条項が付されており、条項に抵触した場合は当社グループの資金繰りに影響を与える可能

性があります。

 

(16）人材獲得と人材育成に関するリスク

　当社グループは優秀な人材を確保することが極めて重要な要素であると考えており、外部からの人材獲得及び社

内の人材育成に加え、人材流出を防止するための環境整備を重要課題として取り組んでおります。しかしながら、

必要な人材を必要な時期に十分に確保できない場合や当社グループの有能な人材が流出してしまった場合には、今

後の事業展開に制約を受けることとなり、その結果、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性がありま

す。

 

EDINET提出書類

星和電機株式会社(E01984)

有価証券届出書（組込方式）

 7/14



(17）情報セキュリティ

　当社グループの情報セキュリティについては、当社の取り扱う様々な情報を漏洩リスクから回避するため情報セ

キュリティ管理規程を定め、情報管理責任者及び情報管理者を中心に経営的な立場から会社全体の情報セキュリ

ティ対策の実施及び改善活動を管理・監督しております。

　また、「個人情報の保護に関する法律」や「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律」に対応するため、当社で保有する特定個人情報及び個人情報の機密性を確保するため、社内体制・運用

ルールを確立し危機管理マニュアルに基づき、障害発生時には迅速に対応できよう、危機管理体制を構築しており

ます。

　しかし、予期しえない不正アクセス等による社内システムへの侵入やサイバー攻撃などによるシステムリスクが

発生した場合には、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(18）公共工事依存に関するリスク

　当社グループの情報機器事業は、売上高に占める公共工事の割合が非常に高いため、当社グループの業績は公共

工事関連予算の増減に影響を受ける可能性があります。

 

３　臨時報告書の提出

　当社は、後記「第四部　組込情報」に記載の有価証券報告書（第69期）の提出日（平成29年６月29日）以後、本有

価証券届出書提出日（平成30年２月16日）までの間に、次のとおり臨時報告書を近畿財務局長に提出しております。

 

平成29年６月30日提出の臨時報告書

　平成29年６月28日開催の当社第69期定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第

24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を

提出するものであります。

 

(1）当該株主総会が開催された年月日

平成29年６月28日

 

(2）当該決議事項の内容

第１号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

　取締役（監査等委員である取締役を除く。）として、増山晃章、乾勝典、望月友彦、正林啓志、春山雅彦

及び寺垣敬司を選任する。

 

第２号議案　監査等委員である取締役３名選任の件

　監査等委員である取締役として佐野廣一、中野淑夫及び益満清輝を選任する。なお、中野淑夫及び益満清

輝は社外取締役である。
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(3）決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要

件並びに当該決議の結果

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件
決議の結果及び賛
成割合（％）

第１号議案      

増山　晃章 83,080 755 0 （注）１ 可決　89.84

乾　勝典 83,079 756 0  可決　89.84

望月　友彦 83,075 760 0  可決　89.83

正林　啓志 83,148 687 0  可決　89.91

春山　雅彦 83,148 687 0  可決　89.91

寺垣　敬司 83,148 687 0  可決　89.91

第２号議案      

佐野　廣一 83,221 672 0 （注）１ 可決　89.93

中野　淑夫 82,793 1,100 0  可決　89.47

益満　清輝 82,811 1,082 0  可決　89.49

　（注）１．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議

決権の過半数の賛成による。

２．賛成比率につきましては、本総会に出席した株主全員の議決権数（本総会前日までの事前行使分及び当日出

席の株主分）を分母とし、そのうち各議案について賛成を確認できた議決権数のみを分子として計算し、小

数点以下第３位を四捨五入しております。

 

(4）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

　本株主総会前日までの事前行使分及び当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できた議決権の

集計により各決議事項が可決されるための要件を満たし、会社法に則って決議が成立したため、本株主総会当

日出席の株主のうち、賛成、反対及び棄権の確認ができていない一部の議決権の数は加算しておりません。

 

第四部【組込情報】
　次に掲げる書類の写しを組み込んでおります。

有価証券報告書
事業年度
（第69期）

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

平成29年６月29日
近畿財務局長に提出

四半期報告書
事業年度

（第70期第３四半期）
自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

平成30年２月９日
近畿財務局長に提出

　なお、上記書類は、金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用電子情報処理組織（ＥＤＩＮＥＴ）を使用して

提出したデータを開示用電子情報処理組織による手続の特例等に関する留意事項について（電子開示手続等ガイドライ

ン）Ａ４－１に基づき本有価証券届出書の添付書類としております。
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第五部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

第六部【特別情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

 

 

   平成29年６月23日

星和電機株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 清友監査法人  

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 人見　敏之　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 三牧　 潔　　印

     

 

＜財務諸表監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる星和電機株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸

借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、連結財

務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明するこ

とにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定

し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当

監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され

る。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制

を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価

も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、星和

電機株式会社及び連結子会社の平成29年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
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＜内部統制監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、星和電機株式会社の平成29年

３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

内部統制報告書に対する経営者の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に

係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準

に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施すること

を求めている。

内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するた

めの手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性

に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果

について経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

当監査法人は、星和電機株式会社が平成29年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上記の内

部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、財務報

告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が連結財務諸表に添付

する形で別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の監査報告書

 

 

   平成29年６月23日

星和電機株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 清友監査法人  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 人見　敏之　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 三牧　 潔　　印

     

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる星和電機株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第69期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに

ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに

基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査

法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務

諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。

また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、星和電機

株式会社の平成29年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において

適正に表示しているものと認める。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付する

形で別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成30年２月９日
 
星和電機株式会社
 

取締役会　　　御中
  

 

 清友監査法人  

 

 指定社員
業務執行社員

 
公認会計士 人見　敏之　　印

 

 指定社員
業務執行社員

 
公認会計士 三牧　潔　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている星和電機株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、星和電機株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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